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校 訓        学校教育目標    

     心豊かで活力に満ちた生徒の育成 

学びあい  認めあい  支えあい 

 秋も深まり、朝晩の冷え込みが感じられる季節となりました。忙しくしている間に、気が付けば十月も半ばを

過ぎています。朝、あいさつ運動をしていると、すがすがしい青空が頭上に広がり、ピリッとした空気に気持ち

も引き締まります。秋空が晴れることを「菊晴れ」と言うそうです。晴れ渡った秋空の下、ちょっと空を見上げ

る時間を大事にしたいと思います。 

明日は文化発表会！合唱コンクールテーマ 「歌魂」～最後の一音まで気持ちをこめて～ 

 体育大会直後から、子どもたちは、毎朝、放課後と毎日練習を重ねてきました。 

日を追うごとに、声量も大きく、ハーモニーもきれいになってきました。どのクラスも、 

コンクールで最高の歌声を響かせようと、気合が入っています。 

    文化発表会実行委員長：西川 万結子    プログラム表紙画：２年 増田 静香 

クラス 曲  名 指 揮 者 伴 走 者 

１－１ マイバラード 宇野 藍莉 松永 陽菜乃 

１－２ 怪獣のバラード 島﨑 凪生 辻村  凛 

１－３ この星に生まれて 馬場 郁美 稲田 こころ 

１－４ カリブ夢の旅 泉谷 美月 東  春菜 

２－１ 次の空へ 古川 華凛 大岩 奈央 

２－２ COSMOS 佐々木 詩 日髙 ほのか 

２－３ 旅立ちの時 横田 美凛愛 小西 二巴 

３－１ サザンカ 梶原 鼓太郎 新谷 みのり 

３－２ YELL 福田 ゆら 田川 歩実 

３－３ 友 ～旅立ちの時～ 池田  晴 森  拡晃 

 

吹奏楽部演奏 

 

 

①吹奏楽のための「エール・マーチ」 

②男の勲章 

③ I  love ・・・ 

④夜に駆ける 

                         

前期の反省より 

 「前期の反省」  １年１組  中村 真衣 

  私は、前期の学級委員として色々なことをがんばってきました。初めての中学校のクラスで、違う小学 

校の友達もいて不安もありましたが、明るいクラス作りに貢献してきました。 

  しかし、その中でも反省すべき点がいくつかあります。私を含めて、一年生全体として提出物の期限を 

 守れていないことがありました。また、授業態度において、先生方から注意を受けることもありました。 

 だから、私は後期に向けての目標を立てました。提出物の期限を守るために、クラスの中においても友達 

と声をかけ合っていきます。授業態度は、先生方の話をよく聞き、自ら率先して発表をしていきます。 

 中学一年生の半分が終わり、後期は前期の反省が改善できるように、みんなで力を合わせていきます。 

日野中学校の目標でもある『気づき・考え・実行する』ができる中学生になります。 



 「前期を振り返って」 ２年１組 川野 矢真人 

  私は、前期を振り返って、改めて学んだこと、進歩したことがあります。 

  まず、改めて学んだことは、学校の大切さです。今年はコロナウイルスによって、学年の初めは勉強が 

 できない日々がつづいていました。難しい問題もみんなで解けたはずなのに、部活を必死にできたはずな 

 のに出来ませんでした。そこで、わたしは仲間の大切さ、学校の大切さに改めて気づくことができました。 

  次に、私たち２年生が前期で進歩したことは、学年全体で取り組んでいる幸動貯金です。まず、幸動貯 

 金とは、「幸せに動く貯金」と書きます。毎週火曜日に、クラスの学級委員が集まり、自分のクラスの人達 

 が学校内外で他の人のためにどんな良いことをしたのか、その内容を報告します。その報告の分だけ、山中 

 先生がびんに大・小のビー玉を入れてくださり、２年生が幸動するたびにビー玉がたまっていく取り組みの 

 ことです。１年生のときから続けてきました。１年生の前期はびん１個半しかたまらなかったけど、今年は 

 びん２個がいっぱいになるまでためることが出来ました。コロナで外に出られない日が多かった中、ビー玉 

 の数が増えていたのは、２年生一人一人が自分のためだけでなく、他人のためにも意識して動いた証であり、 

 大きな進歩だと思います。 

  また、学年目標の「感動 感じて動く」を一人一人が意識して、後期ではさらに２年生全員が学年目標を 

 達成出来るように努力していきたいと思います。 

 

 

  「前期の反省」 ３年１組  小田代 月 

  コロナウイルスの影響で中途半端に二年生が終わり、実感がわかないまま、あっという間に最高学年を 

 迎えました。今年は例年とちがうことの連続で、とまどうこともたくさんありました。行事ができなくなっ  

 ていく中、市中体や体育大会が実施できたことは、すごく感謝しなければならないことだと思います。 

 こんな状況だからこそ、今まで以上に思い出に残るものとなり、私自身も、三年生全体としても成長するこ 

 とができました。自分のできることに「気づき・考え・実行する」ことだと思います。こんなコロナ禍の中 

 でも、私たちは日々成長することができています。そして、これから三年生は受験を迎えます。受験に向け 

てのクラスの雰囲気はどうでしょうか。私はもっとクラス一丸となって、受験に向かっていかなければと思

います。 

 学習面では、授業態度はもちろんですが、家庭での学習にも意識的に取り組んでいかなければならないと 

思います。そして、みんなに得意なもの、不得意なものもあります。そこを協力し、教え合うことで、クラ 

ス全体がよくなっていくと思います。 

 生活面では、学習をするときとの切り替えをすることも大切です。前期は切り替えのできていない人が多

く見られ、だらだらした雰囲気になることもありました。集中するときは集中し、楽しむときは楽しむ。お 

互いに声をかけ、この ON、OFF の切り替えをすることも、これからの私たちにとって大切になってくる 

と思います。 

 今日で前期は終わりです。三年生はあっという間に受験を迎えます。残り短い中学校生活。前期の反省を 

生かし、三年生全体でお互いを高め合いながら受験期を迎えられるよう、有意義な半年にしていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 



 


